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•  微生物の多様な代謝機能を活用した環境浄化・保全、有価物
生産に取り組んでいます。特に、目的に応じて微生物群集を
制御・デザイン化する技術の開発に注力しています。

• 下水処理で発生する余剰汚泥をバイオ触媒として活用し、産
業排水や液状廃棄物からバイオプラ原料であるポリヒドロ
キシアルカン酸（PHA）を生産する技術を開発し、下水処
理場のバイオリファイナリー転換を目指しています。

• 他の細菌を捕食して生育する捕食性細菌を活用し、植物共生
細菌群集の制御による植物バイオマス生産の効率化・安定化
や、余剰汚泥の減量・資源転換促進に取り組んでいます。

排水・廃棄物処理、環境浄化、サーキュラーエコノミー

微生物群集制御・デザイン化による
環境浄化・保全及び有価物生産
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＃排水・廃棄物処理 ＃環境浄化 ＃バイオものづくり ＃サーキュラーエコノミー
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•  難度の高い物質変換反応であるアルカン等の炭素 - 水
素結合の選択的水酸化やオレフィンのシクロプロパン
化を進行させる人工酵素を構築。

• 光子密度の低い太陽光を用いた人工光合成に必要な光
捕集系を色素含有タンパク質の集合化による独自手法
により開発。

• 化学とバイオの融合による持続可能社会の実現に向け
て、分子構造や作用機序に注目して化学的見地からタ
ンパク質を改変し、新しい人工酵素や生体材料を合理
的に設計／調製できる手法の確立を目指す。

低環境負荷物質変換触媒、医療材料、エネルギー生産

タンパク質の化学的分子設計に基づく
人工酵素および生体材料の合理的開発
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